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Usefulness of the Educational Model Plant “Fast Plants” 
as a Teaching Material for Understanding of Genetics.
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球状 心臓 魚雷 杖 杖後 成熟
7 23 4 0 0 0 0
8 5 29 0 0 0 0
9 0 10 32 0 0 0
10 0 2 34 5 0 0
11 0 0 0 30 0 0
12 0 0 0 14 0 0
13 0 0 0 5 20 0
14 0 0 0 0 15 4
15 0 0 0 0 7 21
16 0 0 0 0 2 29
17 0 0 0 0 0 35
18 0 0 0 0 0 37
19 0 0 0 0 0 36
20 0 0 0 0 0 27
21 0 0 0 0 0 30
22 0 0 0 0 0 37
23 0 0 0 0 0 35
24 0 0 0 0 0 36
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いて教材の研究が行われてきた。池田３）は、遺伝教材
の問題点として、（1）材料の入手、（2）系統の維持、
（3）時間、（4）費用、（5）技術、（6）時期の６点を挙
げ、柏柳４）は、遺伝教材の条件として、a．世代交代
が早いこと、b．丈夫で育てやすいこと、c．入手しや
すいこと、d．季節を問わず使用できること、e．保
存しやすいこと、f．調べたい形質が生育の早い時期
に現れること、g．一つの対立する形質について観
察・実験できること、h．対立する形質の違いがはっ
きりしていること、i．特別な実験技術を必要としな
いことの９点を挙げている。池田と柏柳が挙げたもの
に類似点が多いことからも、遺伝教材に対する問題の
認識は多くの人に共通していると考えられる。そして、
これらの多くをクリアしているファストプランツは遺
伝教材としての有用性が高いといえる。
生徒に交配実験の結果を観察させ、遺伝の規則性を
見い出させるためには、親（P）から雑種第二代（F2）
まで栽培してF2の分離比の観察させることが望まし
い。この実験を最初から最後まで行うと、ファストプ
ランツを用いても３ヶ月程度かかる。しかし、この学
習内容は、多くの中学校で４月中旬から５月にかけて
１ヶ月から１ヶ月半の間に行われると考えられる。そ
のため、従来の栽培方法では、単元の学習の中で生徒
に実験・観察をさせることは難しい。本研究の結果か
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図６ パープルステム（1）とノンパープルステム（2）
（かたやま　ゆうすけ・さの（くまがい）ふみ）
